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長
い
会
社
勤
め
を
終
え
た
り
、子
育
て
や
家
事
の
忙
し
さ
が
一

段
落
し
た
と
こ
ろ
で
、「
さ
あ
、地
元
で
の
暮
ら
し
を
も
っ
と
充
実
さ

せ
よ
う
」と
思
い
立
つ
人
は
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。第
二
の
人
生
を
送

る
に
あ
た
っ
て
は
、地
域
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
こ
と
が
欠
か
せ

な
い
の
で
す
。と
は
い
え
、で
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
と
、は
た
と

考
え
込
ん
で
し
ま
う
人
も
ま
た
、少
な
く
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
大
い
に
役
立
つ
の
が
、あ
さ
お
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
が「
麻
生
市
民
交
流
館
や
ま
ゆ
り
」で
毎
年
開
い
て
い
る「
目
指

せ
！　

ア
ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
講
座
」で
す
。

　

こ
れ
は
、皆
さ
ん
を
地
域
社
会
へ
の
入
り
口
に
ご
案
内
す
る
企

画
で
す
。全
５
回
の
シ
リ
ー
ズ
で
、行
政
の
担
当
者
や
市
民
活
動
の

先
輩
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
に
話
を
し
て
も
ら
い
、種
々
の
活

動
を
始
め
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
に
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。地
域
デ

ビ
ュ
ー
、市
民
活
動
デ
ビ
ュ
ー
の
た
め
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
い
う
わ

け
で
す
ね
。な
に
よ
り
プ
ラ
ス
に
な
る
の
は
、講
座
参
加
で
仲
間
た

ち
と
出
会
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。同
じ
よ
う
な
立
場
に
あ
る
仲
間
と

一
緒
な
ら
、そ
れ
だ
け
多
く
の
可
能
性
が
広
が
り
ま
す
。何
を
す
る
に

も
欠
か
せ
な
い
仲
間
づ
く
り
が
、こ
こ
へ
来
れ
ば
あ
っ
と
い
う
間
に

で
き
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

２
０
２
３
年
は
１
月
��
日
か
ら
２
月
� �
日
ま
で
、毎
週
土
曜
日

に
開
き
ま
す
。講
師
の
話

を
聞
く
だ
け
で
な
く
、

受
講
者
同
士
の
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。仲

間
と
の
交
流
は
、き
っ

と
さ
ま
ざ
ま
な
成
果

を
生
む
こ
と
で
し
ょ

う
。さ
あ
、講
座
の
輪

に
加
わ
っ
て
、新
た
な

暮
ら
し
の
ペ
ー
ジ
を

開
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
施
設
に
Ｇｏ
！

小
田
急
線
が
も
っ
と
好
き
に
な
る

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

碩
学
の
足
跡
―
あ
さ
お
の
昔

民
俗
学
創
始
者
も
歩
い
た

麻
生
の
進
展(

2
⁄
3)

「
し
ん
ゆ
り・芸
術
の
ま
ち
」「
芸
術

・文
化
の
ま
ち
麻
生
」へ

お
役
立
ち
情
報

コ
ロ
ナ
自
主
療
養
、

神
奈
川
モ
デ
ル
と
は

２
０
２
３
年
度 

区
民
講
師
募
集

２
面

３
面

４
面
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第２の人生を迎えるあなたに
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申し込み方法

仲
間

づく
り

地域デビュー



　

全
国
の
農
山
村
を
訪
ね
歩
い
て
、

そ
の
暮
ら
し
ぶ
り
や
習
俗
、伝
承
な

ど
に
光
を
当
て
、日
本
民
俗
学
の
創

始
者
と
な
っ
た
柳
田
國
男（
１
８
７

５―

１
９
６
２
）。記
念
碑
的
著
作

の「
遠
野
物
語
」で
知
ら
れ
る
民
俗

学
の
泰
斗
は
、こ
の
麻
生
の
地
に
も

し
ば
し
ば
足
跡
を
記
し
て
い
た
。

　

１
９
４
０
年
か
ら
４
年
ほ
ど
、学

会
誌
に
連
載
さ
れ
た「
水
曜
手

帖
」に
は
、王
禅
寺
の
集
落
を
歩
い

た
紀
行
文
が
あ
る
。農
家
の
大
戸
に

「
コ
ノ
手
ノ
子
ド
モ
ハ
ル
ス
」の
言
葉

が
添
え
ら
れ
た
手
形
が
貼
ら
れ
て
い

る
の
に
目
を
と
め
、こ
う
し
た
流
行

病
除
け
の
風
習
に
つ
い
て
振
り
返
っ

て
い
る
一
文
だ
。当
時
は「
た
ゞ
物
静

か
な
山
ふ
と
こ
ろ
」だ
っ
た
農
村
の

暮
ら
し
も
、新
た
な
学
問
を
ひ
ら
い

た
人
物
の
目
に
は
興
味
深
い
研
究

対
象
と
し
て
映
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

「『
昔
』は
斯
う
い
ふ
処
に
埋
没
し
た

ま
ゝ
で
、つ
ひ
に
発
掘
せ
ら
れ
ず
に

し
ま
ふ
も
の
も
多
い
こ
と
で
あ
ら

う
」の
記
述
に
は
、い
か
に
も
こ
の
人

物
ら
し
い
思
い
が
に
じ
ん
で
い
る
。

　

当
時
、柳
田
は
東
京
・
世
田
谷
の

成
城
学
園
に
住
ん
で
い
た
。小
田
急

線
沿
線
の
郊
外
は
フ
ィ―

ル
ド
ワ
ー

ク
を
兼
ね
た
格
好
の
散
策
コ
ー
ス

だ
っ
た
よ
う
で
、「
水
曜
手
帖
」に
は

碩学の足跡－あさおの昔

民俗学創始者も歩いた
区民記者　佐藤次郎

麻生の進展（３回シリーズ・２回目）

「しんゆり・芸術のまち」「芸術・文化のまち麻生」へ
区民記者　神澤秀夫 A

S

ル
建
設
完
成
。同
ビ
ル
上
層
階
に

「
ホ
テ
ル
モ
リ
ノ
」が
開
業
。

　

そ
れ
か
ら
��
年
。２
０
０
７
年
４

月
、協
和
グ
ラ
ン
ド
の
跡
地
に
昭
和

音
楽
大
学
が
移
転
。同
年
、駅
北
口

側
に「
川
崎
市
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」開

館
。「
し
ん
ゆ
り
・
芸
術
の
ま
ち
」Ｐ

Ｒ
委
員
会
発
足
。� �
年
に
は
、日
本

映
画
大
学
が
開
学
し
た
。

　

��
年
発
表
の「
商
業
・
業
務
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
」に
、「
文
化
・
芸
術
活

動
の
動
線
で
あ
る
カ
ル
チ
ャ
ー
ア
ク

シ
ス
」と
い
う
表
記
が
あ
る
。当
初

の
志
向
が
、こ
こ
で
形
と
な
っ
た
。

　

そ
し
て
２
０
１
８
年
４
月
、新
百

合
丘
農
住
都
市
開
発
㈱
、昭
和
音
楽

大
学
、日
本
映
画
大
学
、三
井
不
動

産
㈱
、小
田
急
電
鉄
㈱
の
５
者
を
幹

事
会
員
と
し
て
、「
新
百
合
ヶ
丘
エ

リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
」が
設
立
。新
百
合
ヶ
丘
の
ブ
ラ
ン

ド
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
く
。

　

麻
生
区
が
誕
生
し
た
１
９
８
２

年
の
前
年
、農
住
都
市
構
想
で
も
っ

て
区
画
整
理
を
行
政
と
進
め
て
き

た
農
家
地
権
者
は
、上
物
建
設
や
管

理
運
営
の
母
体
と
な
る「
新
百
合
丘

農
住
都
市
開
発
㈱
」を
設
立
。翌
��

年
、「
新
百
合
丘
駅
周
辺
広
域
的
街

づ
く
り
推
進
協
議
会
」が
発
足
し
た
。

　

��
年
、新
百
合
ヶ
丘
駅
南
口
ペ
デ

ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ
竣
工
。同
年
、南

口
の
核
テ
ナ
ン
ト
が「
西
武
セ
ゾ
ン

グ
ル
ー
プ
」に
決
定
。��
年
、植
栽
・

色
彩
等
に
つ
い
て
基
準
が
設
け
ら
れ
、

街
づ
く
り
が
進
む
。��
年
、地
権
者

は
、区
画
整
理
事
業
費
の
果
実（
残

余
金
）を
街
の
共
有
財
産
と
し
て
、

街
づ
く
り
の
た
め
の
基
金
と
し
て
提

供
し
、「
財
団
法
人 

川
崎
新
都
心
街

づ
く
り
財
団
」を
設
立
し
た
。

　

��
年
に「
小
田
急
ア
コ
ル
デ
」、��

年
に「
エ
ル
ミ
ロ
ー
ド
」と
専
門
店

街「
マ
プ
レ
」が
開
業
し
、商
業
地
が

整
え
ら
れ
て
い
っ
た
。

　
一
方
、��
年
、西
武
セ
ゾ
ン
グ
ル
ー

プ
が
南
口
の
核
テ
ナ
ン
ト
よ
り
撤
退
。

��
年
、同
地
に
ビ
ブ
レ
が
建
設
発
表
、

��
年
、「
新
百
合
ヶ
丘
ビ
ブ
レ
」（
現
・

イ
オ
ン
ス
タ
イ
ル
新
百
合
ヶ
丘
）と

し
て
開
業
。
同
館
に
シ
ネ
コ
ン

「
ワ
ー
ナ
ー
マ
イ
カ
ル
・シ
ネ
マ
ズ
新

百
合
ヶ
丘
」（
現
イ
オ
ン
シ
ネ
マ
新
百

合
ヶ
丘
）を
開
設
。同
年
、Ｏ
Ｐ
Ａ
ビ

モニュメントやペデストリアンデッキが、「しん
ゆり・芸術のまち」を、1983年時点ですでに表
していた（写真提供：㈱エリアブレイン）

広
袴
、能
ケ
谷
、乞
田
、貝
取
な
ど
麻

生
区
近
隣
の
地
名
も
出
て
く
る
。

 

「
小
田
急
に
て
柿
生
ま
で
、あ
ま
り

混
ん
だ
の
で
鶴
川
ま
で
乗
越
し
引
か

へ
す
。（
略
）岡
を
越
え
て
眞
福
寺
へ
。

ヤ
ト
を
ま
ち
が
へ
て
王
禪
寺
の
梅
へ

は
行
け
ず
、丘
を
越
え
て
高
石
へ
出

で
、西
生
田
か
ら
か
へ
る
」

　

こ
れ
は
同
時
期
に
書
か
れ
た「
炭

焼
日
記
」の
記
述
で
あ
る
。名
も
な

い「
常
民
」の
生
活
を
通
し
て
日
本

文
化
の
深
奥
へ
と
分
け
入
っ
た
柳
田
。

い
ま
は
住
宅
や
大
き
な
ビ
ル
が
建

ち
並
ぶ
街
だ
が
、碩
学
の
幅
広
い
視

点
を
思
い
起
こ
し
な
が
ら
歩
い
て
み

れ
ば
、ま
た
ち
ょ
っ
と
違
う
光
景
が

見
え
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
。

のどかな農村だった往時をしのばせる風景。この径を柳田も
歩いたかもしれない。



　

入
館
し
な
く
て
も
利
用
で
き
る

入
口
脇
の
カ
フ
ェ
に
は
、ロ
マ
ン
ス

カ
ー
を
プ
リ
ン
ト
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
ケ
ー
キ
や
ド
リ
ン
ク
も
あ
る
。

アミューズメント施設にＧｏ！

小田急線がもっと好きになるミュージアム
区民記者　佐々木直子

症
状
の
場
合
の
自
主
療
養
期
間
は

５
日
、症
状
が
あ
る
場
合
は
７
日
が

求
め
ら
れ
る
。な
お
、体
調
が
悪
化

し
た
ら
、従
来
通
り
の
手
順
で
医
療

機
関
を
受
診
す
る
。

　

ま
た
、專
用
ア
プ
リ
に
登
録
す
る

と
、審
査
の
結
果
、食
料
品
の
入
手

が
困
難
と
判
断
さ
れ
た
人
に
は
、

パ
ッ
ク
ご
飯
、レ
ト
ル
ト
食
品
な
ど

の
食
料
品
８
日
分
お
よ
び
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
な
ど
の
日
用
品
が
配
送

さ
れ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、密
を
避
け
、適

切
に
マ
ス
ク
を
着
用
し
、手
洗
い
・

消
毒
を
し
て
感
染
し
な
い
・
さ
せ
な

い
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。家
庭
内
感

染
の
割
合
が
増
え
て
お
り
、時
期
が

き
た
ら
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
し
、重
症

化
の
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
こ
と
を

薦
め
る
。

（
注
）県
の
自
主
療
養
届
出
シ
ス
テ

ム
か
ら
入
手
可
能

　

現
在
、県
は
新
型
コ
ロ
ナ
に
関
し

て
神
奈
川
モ
デ
ル
と
い
わ
れ
る
自
主

療
養
届
出
制
度
を
採
っ
て
い
る
。そ

の
理
由
は
、医
療
現
場
の
ひ
っ
迫
を

回
避
し
、重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
��

歳
以
上
の
高
齢
者
、��
歳
以
上
��

歳
以
下
で
基
礎
疾
患
の
あ
る
人
、２

歳
未
満
や
妊
婦
に
、医
療
資
源
を
集

中
す
る
た
め
で
あ
る
。こ
れ
ら
の
人

が
自
宅
療
養
に
な
っ
た
場
合
は
、專

用
ア
プ
リ（
注
）に
登
録
す
る
と

L
I
N
E
や
A
I
コ
ー
ル
で
日
々

の
健
康
観
察
を
受
け
ら
れ
る
。

　
一
方
、２
歳
以
上
��
歳
以
下
、��

歳
以
上
��
歳
以
下
で
基
礎
疾
患
が

な
い
人
に
は
、発
熱
が
あ
っ
て
抗
原

検
査
キ
ッ
ト
の
自
主
検
査
で
陽
性

に
な
っ
て
も
、医
療
機
関
を
利
用
せ

ず
に
自
宅
で
の
療
養
を
推
奨
。そ
の

場
合
、專
用
ア
プ
リ
に
登
録
す
る
と

療
養
開
始
通
知
や
回
復
し
た
際
に

は
療
養
証
明
書
が
受
け
取
れ
る
。無

お役立ち情報

コロナ自主療養、神奈川モデルとは
区民記者　中島久幸 O

　

２
０
２
１
年
４
月
に
小
田
急
線

海
老
名
駅
隣
接
地
に
オ
ー
プ
ン
し

た「
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
」。改
札
を
出
て
徒
歩
約
１
分
と

い
う
抜
群
の
ア
ク
セ
ス
。入
館
は

ネ
ッ
ト
か
ら
の
事
前
予
約
制
だ
が
、

空
き
が
あ
る
場
合
に
は
予
約
な
し

で
入
館
す
る
こ
と
も
可
能
だ
。

　

１
階
に
は
、歴
代
の
ロ
マ
ン
ス

カ
ー
５
車
種
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

懐
か
し
い
車
両
を
至
近
距
離
で
見

ら
れ
る
ほ
か
、実
際
に
な
か
に
入
っ

て
通
路
に
立
っ
た
り
、座
席
に
座
っ

た
り
で
き
る
車
両
も
あ
る
。

　

２
階
に
は
新
宿
か
ら
小
田
原
、箱

根
、江
の
島
ま
で
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク

を
再
現
し
た
ジ
オ
ラ
マ
が
広
が
る
。

光
の
演
出
に
よ
っ
て
、日
中
か
ら
夜

景
へ
と
移
り
変
わ
る
沿
線
の
町
並
み
。

そ
の
な
か
を
小
田
急
線
が
走
り
抜

け
て
い
く
様
子
を
ゆ
っ
く
り
眺
め
て

み
る
の
も
一
興
だ
。

医療現場のひっ迫を避けるために

右からLSE（7000形）★、NSE（3100形）、
SE（3000形）。★以外は通路や座席まで見学可

細部まで作り込まれているジオラマ。
「藤子・Ｆ・不二雄ミュージアム」の奥
には新百合ヶ丘エルミロードも建っ
ている

ロマンスカーシミュレーター体験
は当日先着順で受付。早めの時間
に入館して予約をしておくのがお
すすめ

高齢者などは専用アプリで日々の健
康観察を受ける

必要な人は支援が受けられる

A

生活支援

健康観察

自主療養

ロマンスカーミュージアム
神奈川県海老名市めぐみ町1-3
046-233-0909
10～17時（最終入館16時30分）
第2・4火曜　※季節により変更あり
中学生以上900円、小学生400円、
3歳以上100円　
小田急線「海老名駅」西口改札からすぐ
なし
www.odakyu.jp/romancecarmuseum/

住

営
休
料

交
P
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開館日

休館日

アクセス

TEL

住所

麻生市民交流館 月～金 9：30～17：00
～20：15平日の夜間

※土・日・祝日も予約をすれば利用可

年末年始、　施設点検日

小田急線「新百合ヶ丘」駅南口から徒歩4分

〒215‐0021
川崎市麻生区上麻生1‐11‐５

044‐951‐6321

やまゆり

ホームページ更新中

経験豊富な「やまゆり」のスタッフが、開講当日までサポートします！
本講座は12回を重ね、今まで約150人の講師がデビューしています。

日時： 2022年11月14日(月) 18～19時
場所： 麻生市民交流館やまゆり 会議室
応募される方は、募集チラシ裏面の「参加申込書」に必要事項をご記入の上、ご提出ください。チラシは図書館
等の配架場所か、やまゆりHP（https://yamayuri.ne.jpか右下QRコードより）よりダウンロードください。

【問合せ先】 TEL： ０４４-９５１-６３２１  麻生市民交流館やまゆり 区民講師公開講座係
申込締切： 2022年11月11日（金）

認定ＮＰＯ法人あさお市民活動サポートセンターでは、2023年度の区民講師を募集しています。麻生
区には素晴らしい技術や経験を持った人たちが多くいるに違いない。その方々に講師になって頂きその
特技やノウハウを披露して頂こうというのが講座の目的です。たくさんの方の応募をお待ちしています。

あなたの得意なことを 披露披露披露しませんか！知見・特技・経験・体験
知見・特技・経験・体験

応募者対象　説明会

区民講師

第13回

募集
2023

年度

区民講師は、何をするのですか？

2023年4～6月に、「やまゆり」で講座を
開くことができます。講座は一回限定です
が、これをきっかけに、区民サークルなど
で継続的に活動する方もいます。

Q
A

本格的な知識や技術はないのですが…？

人よりチョットだけ詳しい話題や技が
あればOKです。資格も免許も必要あ
りません。講座開講当日まで、「やまゆ
り」のスタッフがサポートいたします。

Q
A


